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【公開番号】特開2014-35099(P2014-35099A)
【公開日】平成26年2月24日(2014.2.24)
【年通号数】公開・登録公報2014-010
【出願番号】特願2012-175184(P2012-175184)
【国際特許分類】
   Ｆ２８Ｄ   1/053    (2006.01)
   Ｆ２８Ｄ  20/02     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２８Ｄ   1/053   　　　Ａ
   Ｆ２８Ｄ  20/00    　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｈ   1/32    ６１３Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月9日(2014.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒通路を有し、互いに間隔を設けて配置された複数の冷媒管（２０）と、
　蓄冷材（５０）を収容する部屋を区画する蓄冷材容器であって、少なくともひとつの前
記冷媒管に隣接して配置され、当該冷媒管と接合された蓄冷材容器（３０）とを備え、
　前記冷媒管および／または前記蓄冷材容器は空気と熱交換するための空気通路を区画し
ており、
　前記蓄冷材容器は、
　前記冷媒管に面する外面から内部に向けて突出する複数の凹部（３６、２３６、３３６
、５３６）と、
　少なくともひとつの前記凹部を囲むように形成され、前記冷媒管に接合された接合部（
３６ｃ）と、
　前記接合部によって囲まれた前記凹部に形成され、前記蓄冷材容器の内部と外部とを連
通し、前記蓄冷材を前記凹部の外側に導出することにより前記蓄冷材を前記冷媒管に直接
的に接触させる連通穴（３６ａ、３６ｂ）とを備えることを特徴とする蓄冷熱交換器。
【請求項２】
　前記接合部は、環状に形成されていることを特徴とする請求項１に記載の蓄冷熱交換器
。
【請求項３】
　前記蓄冷材（５０）は、前記蓄冷材容器の内部に空気室（５５）を残すように収容され
、前記蓄冷材容器の内部における充填率が９０％未満であることを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の蓄冷熱交換器。
【請求項４】
　前記蓄冷材容器（３０）は、前記冷媒管と嵌り合うことにより前記冷媒管に対する前記
蓄冷材容器の位置を位置決めする嵌合部（３８）を備えることを特徴とする請求項１から
請求項３のいずれかに記載の蓄冷熱交換器。
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【請求項５】
　さらに、前記空気の通風方向（ＡＲ）に関して前記蓄冷材容器（３０）より上流側に配
置され、前記冷媒管に接合され、前記蓄冷材容器に当たる空気を冷却するアウターフィン
（４２５）を備えることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載の蓄冷熱交
換器。
【請求項６】
　前記蓄冷材容器（３０）の厚さ（Ｔｓ）は、前記空気通路の厚さ（Ｔｆ）より小さいこ
とを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の蓄冷熱交換器。
【請求項７】
　前記蓄冷材容器（３０）の内部には、前記蓄冷材より高い熱伝導率を有し、前記蓄冷材
容器に固定的に接合されない熱伝導促進部材（６７０、７７０、８７０）が収容されてい
ることを特徴とする請求項１から請求項６のいずれかに記載の蓄冷熱交換器。
【請求項８】
　前記冷媒管は、前記空気の通風方向（ＡＲ）に沿って少なくとも二列（２１、２２）を
なして配置されており、
　前記蓄冷材容器（３０）は、
　前記冷媒管に沿って広がる広い凸部（３５）と、
　前記蓄冷材容器の外側に向けて前記凸部よりさらに突出し、前記冷媒管に沿って延びる
凸条であって、二列をなす前記冷媒管の間に嵌り合うことにより前記冷媒管に対する前記
蓄冷材容器の位置を位置決めする嵌合凸部（３８）とを備え、
　複数の前記凹部（３６、２３６、３３６、５３６）は前記凸部の範囲に配置されている
ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の蓄冷熱交換器。
【請求項９】
　冷媒通路を有し、互いに間隔を設けて配置された複数の冷媒管（２０）と、
　蓄冷材（５０）を収容する部屋を区画する蓄冷材容器であって、少なくともひとつの前
記冷媒管に隣接して配置され、当該冷媒管と接合された蓄冷材容器（３０）とを備え、
　前記冷媒管および／または前記蓄冷材容器は空気と熱交換するための空気通路を区画し
ており、
　さらに、前記空気の通風方向（ＡＲ）に関して前記蓄冷材容器（３０）より上流側に配
置され、前記冷媒管に接合され、前記蓄冷材容器に当たる空気を冷却するアウターフィン
（４２５）を備えることを特徴とする蓄冷熱交換器。
【請求項１０】
　冷媒通路を有し、互いに間隔を設けて配置された複数の冷媒管（２０）と、
　蓄冷材（５０）を収容する部屋を区画する蓄冷材容器であって、少なくともひとつの前
記冷媒管に隣接して配置され、当該冷媒管と接合された蓄冷材容器（３０）とを備え、
　前記冷媒管および／または前記蓄冷材容器は空気と熱交換するための空気通路を区画し
ており、
　前記蓄冷材容器（３０）の厚さ（Ｔｓ）は、前記空気通路の厚さ（Ｔｆ）より小さいこ
とを特徴とする蓄冷熱交換器。
【請求項１１】
　複数の前記冷媒管における隣り合う前記冷媒管それぞれに接合される前記蓄冷材容器は
、隣り合う前記冷媒管と接合される部位における厚さが、前記空気通路の厚さより小さい
ことを特徴とする請求項１０に記載の蓄冷熱交換器。
【請求項１２】
　冷媒通路を有し、互いに間隔を設けて配置された複数の冷媒管（２０）と、
　蓄冷材（５０）を収容する部屋を区画する蓄冷材容器であって、少なくともひとつの前
記冷媒管に隣接して配置され、当該冷媒管と接合された蓄冷材容器（３０）とを備え、
　前記冷媒管および／または前記蓄冷材容器は空気と熱交換するための空気通路を区画し
ており、
　前記蓄冷材容器（３０）の内部には、前記蓄冷材より高い熱伝導率を有し、前記蓄冷材
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容器に固定的に接合されない熱伝導促進部材（６７０、７７０、８７０）が収容されてい
ることを特徴とする蓄冷熱交換器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　開示された発明のひとつは、冷媒通路を有し、互いに間隔を設けて配置された複数の冷
媒管（２０）と、蓄冷材（５０）を収容する部屋を区画する蓄冷材容器であって、少なく
ともひとつの冷媒管に隣接して配置され、当該冷媒管と接合された蓄冷材容器（３０）と
を備え、冷媒管および／または蓄冷材容器は空気と熱交換するための空気通路を区画して
おり、蓄冷材容器は、冷媒管に面する外面から内部に向けて突出する複数の凹部（３６、
２３６、３３６、５３６）と、少なくともひとつの凹部を囲むように形成され、冷媒管に
接合された接合部（３６ｃ）と、接合部によって囲まれた凹部に形成され、蓄冷材容器の
内部と外部とを連通し、蓄冷材を凹部の外側に導出することにより蓄冷材を冷媒管に直接
的に接触させる連通穴（３６ａ、３６ｂ）とを備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　開示された発明のひとつは、冷媒通路を有し、互いに間隔を設けて配置された複数の冷
媒管（２０）と、蓄冷材（５０）を収容する部屋を区画する蓄冷材容器であって、少なく
ともひとつの冷媒管に隣接して配置され、当該冷媒管と接合された蓄冷材容器（３０）と
を備え、冷媒管および／または蓄冷材容器は空気と熱交換するための空気通路を区画して
おり、蓄冷材（５０）は、蓄冷材容器の内部に空気室（５５）を残すように収容され、蓄
冷材容器の内部における充填率が９０％未満であることを特徴とする。この構成によると
、蓄冷材の膨張による蓄冷材容器の変形を抑制することができる。
　開示された発明のひとつは、冷媒通路を有し、互いに間隔を設けて配置された複数の冷
媒管（２０）と、蓄冷材（５０）を収容する部屋を区画する蓄冷材容器であって、少なく
ともひとつの冷媒管に隣接して配置され、当該冷媒管と接合された蓄冷材容器（３０）と
を備え、冷媒管および／または蓄冷材容器は空気と熱交換するための空気通路を区画して
おり、さらに、空気の通風方向（ＡＲ）に関して蓄冷材容器（３０）より上流側に配置さ
れ、冷媒管に接合され、蓄冷材容器に当たる空気を冷却するアウターフィン（４２５）を
備えることを特徴とする。この構成によると、蓄冷材容器に当たる空気が冷却される。よ
って、高温の空気と蓄冷材容器との直接的な接触が抑制される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　開示された発明のひとつは、冷媒通路を有し、互いに間隔を設けて配置された複数の冷
媒管（２０）と、蓄冷材（５０）を収容する部屋を区画する蓄冷材容器であって、少なく
ともひとつの冷媒管に隣接して配置され、当該冷媒管と接合された蓄冷材容器（３０）と
を備え、冷媒管および／または蓄冷材容器は空気と熱交換するための空気通路を区画して
おり、蓄冷材容器（３０）の厚さ（Ｔｓ）は、空気通路の厚さ（Ｔｆ）より小さいことを
特徴とする。この構成によると、蓄冷材容器の中に収容された蓄冷材の厚さを薄くできる
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。よって、蓄冷材の熱伝導距離を短くすることができる。


	header
	written-amendment

